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おが蜘蛛に輿ホをもっやうになっをのはまだ中攀生の頃で，自ら蜘蝶男等と 
ををっけて喜んで居を事もあります。途中で家がす如意になって洋服屋わ小僧 
をして居を時には使に巧っを時に蜘蛛を集めて來て暇ながに圖版のやうなもの 
を描いて何化かをまっを事もあります。がしろ何もわからぬ時代ではあり，蜘 
蛛のを前等調べる本もなかっをので勝乎なををっけて喜んで居ました。丸善で 
Bosenberg u. Strand CD 日本の蜘蛛の本を見せけて飛び上る程畜んだのでした 
力:，當時金十圆の本等は逆立したって買へないので怨ををんで--引下りましを。 
をんなに惜しい事はありませんでしを。 

後に义運よく擧校へ入れるやうになってか P 心も時々蜘蛛の採集に出かけまし 
た。駒をの岩崎さんの邸の煉瓦骄に沿って步きながら丹念に採集してホいた事 
もあり，日光へ植物採集に巧っを時に染めた事もあり，井ぶ頭へ集めに巧った 
事もあります0ハへトリグモの類だけでもやって見やうかと思って集めかけた 
事もあります。文献を買集めて超く等とちふ考も十分なく金もな < 結局澤山〇 
蜘蛛を鞍しただけに過ぎな<なりました。巧がを作るのに骨がっを事もありま 
した力;，どうもうまく切れず中途半端に了りました。をの中に岸四さんがどん 
どんおやりになって居るのを知り今頃からやりだしてもとても追村•かないと思 
ってやめてしまいましをが，今でも色氣がない限ではをりません0其後蜘蛛と 
云-ふをのっいを海蜘蛛をっっいて見た燕もありましをがこれもさっぱりものに 
ならずまあ耍する巧方法がわるいのと熱'じ、が足りないのとでどれもこれも無駄 
骨折でしを。今度植村•さん等の御盡力で化擧會が出來を事は多少とも蜘蛛に關 
係をっけを私としては實に喜に不堪ないところです。 




